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コリウムシールドの耐震評価における想定について 

 

 

１．はじめに 

 本資料はコリウムシールドの耐震評価を行う際の評価想定について説明する資料である。 

 

２．コリウムシールドの設置目的 

 コリウムシールドは重大事故等時において，炉心損傷後に原子炉圧力容器底部が破損し，

原子炉格納容器下部に溶融炉心が落下してきた場合に，ドライウェルサンプへの溶融炉心

の流入を抑制する目的で設置される。 

 

３．コリウムシールドの評価で想定する状態 

 コリウムシールドの耐震評価に当たっては，コリウムシールドが原子炉格納容器バウン

ダリ内に設置される構造物であることに鑑み，重大事故等発生後の経過時間に応じて地震

動の組み合わせを行う。以下に，各状態に対する整理を示す。 

 

 ３．１ 重大事故等発生前 

 コリウムシールドが地震で破損した後に独立事象として重大事故等が発生し，溶融

炉心が落下してきた場合，コリウムシールドはドライウェルサンプへの溶融炉心流入

を抑制できない可能性がある。従って，通常運転時に基準地震動 Ss を組み合わせた

条件において，コリウムシールドは健全である必要がある。なお，通常運転時は原子

炉格納容器下部に水張りは実施されない。 

 

 ３．２ 重大事故等発生～溶融炉心・コンクリート相互作用停止まで 

 重大事故等発生後に溶融炉心の落下が想定される場合，原子炉格納容器下部に事前

水張りを実施する。その後，溶融炉心が原子炉格納容器下部に落下するが，コリウム

シールドにより，ドライウェルサンプへの溶融炉心流入は抑制される。 

 重大事故等対策の有効性評価「溶融炉心・コンクリート相互作用」における原子炉

圧力容器破損までの時間は約 7時間である。その後の溶融炉心・コンクリート相互作

用停止までの時間は保守的な想定でも約 2時間である。従って事象発生後約 9時間以

降においては，溶融炉心のコンクリート侵食は小さいと考えられるため，コリウムシ

ールドの溶融炉心流入を抑制する機能は要求されない。 

 重大事故等と地震力を組み合わせる期間は，重大事故等対処施設の耐震設計におけ

る重大事故と地震の組合せの考え方のとおり，事象発生から 10-2年（約 3日）以降で

あることから，重大事故等発生～溶融炉心・コンクリート相互作用停止の期間におい

て，重大事故等と地震を組み合わせないため，耐震評価を実施する必要はない。 
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 ３．３ 溶融炉心・コンクリート相互作用停止以降 

 ３．２に記載の通り，溶融炉心・コンクリート相互作用停止（事象発生後約 9時間）

以降においては，コリウムシールドの溶融炉心流入を抑制する機能は要求されないた

め，耐震評価を実施する必要はない。 

 

４．コリウムシールドの耐震評価条件 

 ３．の検討結果より，コリウムシールドの評価想定としては，通常運転時に基準地震動 Ss

が発生した状態を想定する。 


